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「報 告11」
嫌気性代謝閾値と呼吸困難感の関連について
事業協力者:朝 隈 進 中村 清子
大柳 光正 岩崎 忠昭 浜庫医科大学第一内科)
1.は じめ に
循環器疾患領域 における運動負荷検査 は,従
来,心 拍数,1(lll.-i,心電図変化 を測定 し病態評
価 に用いていたが,こ れと同時 に換気量,酸 素
摂取量等 を呼気 ガス分析装置 を用い評価する心
肺運動負荷(CPX)が,よ り詳細な病態の評価
に重 要であ る とされ てお り,CPXよ り求 まる
嫌気性代 謝閾値(AT)は,運 動能評価,薬 効
評価,心 筋梗塞 リハ ビリテ ーションにおける運
動処方,リ ハ ビリ効果判定な ど様々な分野での
有用性 について も多 くの報告がな されている.
1)2)し か し,高 額 な装 置 を必要 とす るため広
く普及す るには至 っていない。そ こで今回我 々
は,ATレ ベ ルの運動 量を推定す る簡便 な方法
と して,心 疾患患者 の身近な 自覚兆候である呼
吸困難感 に着 目し,運 動負荷 中の呼吸困難感 を
半定量化 し,そ の程度 よりATに 相当す る運動
量の推定が可能か否かにつ き検討 した.
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2.対 象,方 法
70例の 慢 性 心 不 全 患 者(年 齢58.1±9.3歳,
疾 患 陳 旧性 心 筋梗 塞65例,弁 膜 症3例,心 筋
症2例)を 対 象 と した。全 例 にTreadmillによ
る症 候 限性 多段 階 運動 負荷(フ ク ダ電 子社 製 ス
トレス シス テ ムML-5000,duration2分の 独 自
のprotocolを使 用)を 施行 し,各 ス テ ー ジ毎 の
呼 吸 困難 感 を,新Borg指 数(Fig.1)3)で表現
し0～10にscore化す るT・Btestを行 った.ま
た 同 時 に 呼 気 ガ ス 分 析(WESTRON社 製
WSMR-1400)を行 いATを 求 め,ATに 達 し
た 時 点 のBorg値 と比 較 し た.な お,ATは
PE;TCO2が一 定 でPETO2の増 加 す る点,VE/VO2
変 曲点,RQ変 曲点 を参 考 に決 定 した.4)
0:nothingatall(丁可と も な い)
0.5:very,veryweak(ほと ん ど ど う も な い)
1:veryweak(非 常 に 弱 い が 感 じる)
2:weak(少 し感 じ る)
3:moderate(中 位 に感 じ る)
4:somewhatstrong(やや きつ い)
5:strong(き つ い)
6
7:verystrong(非常 に きつ い)
8
9
10:very,verystrong,maxima1(もうだ め)
Fig.1新Borg指数
自覚 兆 候 を0～10の12段 階 のscoreで半 定
量 化 す る もの で,内9段 階 に言葉 の 説明 が な さ
れ てい る.
次 に,1週 間 以 内 に再度T-Btest検査 を行 っ
た30例につ き,各 ステ ー ジ毎 のBorg値の 再現
性 を検 討 した.
3.結 果
ATの 時 点 で のBorg値 をFig.2に示 す.AT
時 のBorg値 は0.5～7に 分 布 して い た が,3
(moderate)に一 致 し た も の が24例(34%),
4(somewhatstrong)が18例(25%)と 高 値
で あ った.再 現 性 につ いて は,総 検 定点 数169
点 中,完 全 一致76点(45%),±1の 範 囲 で の
一 致137点(81%)であ った(Fig.3).
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Fig.2運動 負荷中の 新Borg指数 とATの 関連
Fig.3Borg指数 で 表 現 した 呼 吸 困 難 感 の 再
現性
T-Btest:多段 階 運 動 負 荷,各 ス テ ー ジ毎 の
呼吸 困難 感 を新Borg指 数 で表 現
す る.
○:T-Btest1回 目 と2回 目の 同 ス テ ー ジで
のBorg値 。
4.ま と め
T-Btestの再現 性 が 良 好 で あ っ た こ とよ り,
新Borg指数 に よる運 動 負 荷 中 の呼 吸 困 難 の 半
定 量 化 は有 用 な方 法 と考 え られ,CPXよ り求
め たATは,負 荷 中 に 得 られ たBorgscoreの
3～4の 呼吸 困難 感 を覚 え る運動 量 に ほぼ一 致
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して い た.本 法 は,従 来 の運 動 負 荷 装 置 と
Borg指数表 さえあれ ば施行可能で,呼 気 ガス
分析 を行 わず ともATレ ベ ルの運動量 の推定が
ゆ
可能で あ り,心不全患者の運動能評価や心筋梗
塞患者 の リハ ビリテーシ ョンの応用が可能であ
り,本法の活用 につ き今後検 討する所存である.
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